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１．開会 

（事務局） 

 予定の時間がまいりましたので、ただ今より、令和６年度第２回池田市男女共同参

画審議会を開催させていただきます。本日は、お忙しいところ、ご出席をいただきま

して、誠にありがとうございます。 

 

（会長） 

10 月に入り、涼しい日が続いていたのでようやく秋になったかと思いきや、本日は

30℃近くあるようで夏がぶり返している気がしています。寒暖差もあるので体調面で

苦慮されていると思います。体調を崩されないよう、旬のおいしいものを食べて頑張

っていただきたく思います。 

本日は第２回の審議会となります。お忙しい中お集まりいただきありがとうござい

ます。ご意見やご質問をよろしくお願いいたします。 

 

（事務局) 

ありがとうございました。 

―欠席者の報告― 

これからの進行は会長にお願いさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

２．議題 

（会長） 

それでは、議題①の第３次池田市男女共同参画推進計画 素案について事務局より説

明してください。 

 

（事務局） 

 議題①の第３次池田市男女共同参画推進計画 素案について、ご説明いたします。 

 検討部会や庁内各課へのヒアリングをもとに計画の素案を作成いたしました。次期

計画では計画の体系を目次の次のページ、冒頭に掲載しています。次期計画の体系

は、現行計画の基本課題Ⅲの重点施策であった「さまざまな困難を抱える人々の生活

の安定と自立への支援」を基本課題Ⅳに移行し、令和６年４月より施行された「困難

な問題を抱える女性への支援に関する法律」第８条の３に基づく「困難女性支援基本

計画」としました。その次のページには達成度をはかる指標を掲載しています。現行

計画の指標から、一部変更した指標や、追加した指標があります。育休の取得率につ

いては、審議会でもご意見いただきましたように、取得率だけではなく、取得期間に

ついても着目する必要性を感じているため、指標に追加しています。 

次のページからは、男女共同参画を理解するための基本用語を掲載しています。ア

ンコンシャスバイアス、困難女性支援法、配偶者暴力防止法、保護命令制度、プレコ

ンセプションケアを追加しています。 

 １ページからは、第１章、計画策定の背景で、２次計画の達成度やアンケート結果

からみる課題などを記載しています。８ページからは第２章となり、計画期間や位置

づけ、構成など、計画の考え方を記載しています。次期計画では、めざす姿を「人権

を尊重し合える男女共同参画社会の実現～誰もが自立し、安全に安心して生活できる

まち池田～」としています。 

１２ページからの第３章は計画の内容となり、基本課題の重点施策ごとに具体的な

施策の内容を記載しています。各課へ現行調査の評価と今後の方向性についてヒアリ



 

ングし、作成しています。現行計画では担当部局を部局名で記載していますが、次期

計画では課名で記載しています。この施策の内容に沿って、施策を実施し、その実績

を毎年度、各課に調査し、推進状況報告書として報告するかたちになります。また、

２０ページの「本市の女性職員比率は～」とある部分については、第３次計画の指標

の女性管理職の割合が全職種の割合であり、それに合わせるため、全職種のデータに

変更予定ですが、２１ページの図表７について人事課と地域社会研究所と調整中です

ので、後日、差替えさせていただきます。20 ページの文中の数値は、本市の女性職員

の比率が 52.1％、女性管理職の割合が 19.2％と修正になる予定です。 

その他の詳細につきましては、お目通しいただけているかと思いますので、細かい

説明は割愛させていただきます。 

 以上、素案につきまして、ご意見等いただけますと幸いです。よろしくご審議賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

（会長） 

ご意見・ご質問はございますか。 

 

（委員） 

第３次計画の指標の目標値ですが、「増加させる」というものが多くなっていま

す。数値化が難しいことも伝わるのですが、どこをめざすのかはっきりしておかない

と、10 年後の評価の判断材料があまりにもなさすぎるのではないかなと思います。例

えば、「父親向けの子育て支援事業の実施回数・参加者数」は、第２次池田市男女共

同参画推進計画目標値の達成度では、2016 年度の時点で 1,577 人です。せめてコロナ

禍前の状態に回復しないといけません。2023 年度は 425 人となっていますが、それを

数人上回っただけで、「達成できた」としていいのでしょうか。もう少しなにか目標

値に工夫を凝らして、最低限達成したい目標値（努力目標値）や５年後の目標値等を

記載するなどしてはどうかなと思います。10 年計画の目標値としては粗すぎるのでは

ないかなと感じました。 

 

（会長） 

「増加させる」だけでは、分かりにくいこともあるのですが、かといって、数値を

示せるものでもないような気もします。事務局はいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

まず、父親向け支援事業について、2016 年度 1,577 人で、現状かなり下がっている

のですが、これはご指摘のとおりで、主に水月児童文化センターで行っている事業が

コロナ禍を境に回数が半分以下に減っているということが背景にあります。ただ、そ

のことを抜きにしても、最近の事業は少人数での実施等に着目しているところです。

質の部分をどうにか示せたら、というのは検討部会でもお話させていただいていたの

ですが、なかなかそれを数値で示すことが難しく悩んでいました。 

 

（委員） 

この 10 年の目標は、単純に人数を稼ぐのではなくて、小さな機会も含めて機会を増

やすんだ、ということであれば、人数を目標値とせず、機会や実施回数だけにしては

どうでしょうか。大きなイベントをアゼリアホールで実施すれば 1,000 人集まるので

しょうが、それが本来実施したかった男性支援の目標を達成しているかといえば、違

うように思うので、本来の目標は単純に人数を増やすのではなく、小さな機会を含め



 

て回数を増やすような目標値はいかがでしょうか。参加人数は参考値として括弧書き

で示して、５ページの実績値も同様にすればよりいいかと思います。 

 

（会長） 

回数と人数どちらかに絞れないところもあります。機会を増やすのはいいですが、

毎回少ししか集まらないのも困りますし、両方掲載しておくほうがいいのではないか

とも思います。ただ、ご意見の通り、「増加させる」だけでは伝わりにくいように思

います。 

 

（委員） 

最終的にはお任せします。 

 

（委員） 

男女共同参画を理解するための基本用語にある「キャリア教育」ですが、どのよう

に実施するか計画に書かれているのでしょうか。 

 

（事務局） 

こちらは男女共同参画の計画で頻出する用語の解説を掲載しています。実施内容は

第３章に掲載しています。 

 

（委員） 

市ではキャリア教育をされているのですよね。 

 

（事務局） 

学校現場で実施しています。 

 

（委員） 

各学校で職場体験学習等の機会を通じて実施されていると思います。 

 

（委員） 

いい学校に入るためというより、自分のやりたいことを見つけるためという意味合

いが強いのでしょうか。 

 

（委員） 

今の仕事理解の話ですが、キャリア教育は小中高で実施されていると思います。自

分とは何者か、働くとは何か、将来どんな人生を送りたいのか、世の中にはどんな仕

事があるのか、なぜ働くのか等、職業について興味関心を持ってもらい、今後の進路

選択をする上での糧としてもらう教育です。小学校での職場見学やハローワークで

は、中学生対象の職業意識形成事業を実施しています。 

 

（委員） 

指標の「女性のいない審議会等を０にする」は、令和５年度の現状値が 71 機関中

14 機関であり、令和 16年度に０機関にするのはかなり高い目標で、達成のためにか

なり具体的で強力な施策内容が必要です。24 ページの施策の内容は、「努めます。」

という主に意識の部分が書かれた内容になっていますが、目標に対してもう少し強い

施策内容とするか、目標の０機関を現実的な数値に変更するか、どちらか必要ではな



 

いでしょうか。 

 

（会長） 

充て職や選出方法が決まっている会もあり、それを覆していくのはとても大変です

が、やはり防災分野等は女性が大変少ないです。そういう所に女性を置かなければい

けないことはみなさん考えておられると思います。０機関という目標ももちろん重要

ですが、女性の数が少ない分野で増やしていく必要があります。大変難しい目標とい

うことは理解していますが、女性の視点を持って女性の考え方を審議会等で発言でき

ることが重要です。 

 

（事務局） 

充て職であったり議会から選出されたりなど、担当者レベルではコントロールする

ことができない部分もあり、どうしても難しい目標ではあるのですが、めざすところ

としては０にしておきたいという思いがあります。毎年調査をしており、０だった機

関にはヒアリングを実施し、出来る限り改善に努めていただくようお願いしていま

す。 

 

（事務局） 

 PR 的な意味もありまして、どうしても女性０にならないという機関が確かにありま

す。 ただ、そこでも対象としてあげさせていただいて、我々としては０をめざしてい

ますというような形で、訴えかけていくような意味もあって、目標を０にしていま

す。 

 

（委員） 

審議会の数は 2016 年度から 2023 年度の７年間で 10 機関も増えているのですか。数

が増えるほど目標が遠のくように感じます。 

 

（委員） 

女性活躍の機会で採用されたにも関わらず、ワーク・ライフ・バランスが保てず、

すぐに辞められる女性もいるようです。それは女性のエゴになるのでしょうか。 

 

（会長） 

女性のエゴではありません。なるべく職場の女性割合を増やしていくことが重要で

すが、ワーク・ライフ・バランスがうまくいかず女性に家事等の負担がいって、どう

しても仕事を続けられない人もいます。しかし、多少は我慢していただいて次の女性

へ続けていくことも重要だと思います。 

 

（委員） 

そういう意識が醸成できるような教育の機会が必要です。今の若い世代は嫌だった

ら辞めたらいいという意識もあるのではないでしょうか。 

 

（委員） 

それは女性だけの意識ではなく、男女における役割分担意識があります。日本では

女性が家事をするという固定概念が強いですが、男性が帰ってから家事をしてもいい

し、日頃から仕事も家事もイーブンな立場ですれば、女性が仕事を続けられないこと

にはならないと思います。まずは男女ともにアンコンシャスバイアスについての教育



 

が必要です。Ｚ世代は役割分担意識がフラットになってきていますが、その人たちの

上司にあたる世代はまだまだその意識が強いので、社会全体で教育が重要です。 

 

（会長） 

（日本はジェンダー・ギャップ指数の）数値があまりにも悪いので女性の地位向上

について国連から勧告もありました。女性も男性も双方頑張らなければいけません。 

 

（委員） 

女性も男性も働ける男女平等な社会をめざそうということですよね。一方が我慢す

るのではなく双方が社会でも家庭でもしっかりした居場所をもって生きていくことが

男女共同参画社会だと思います。Ｚ世代は（男性が）家事をすることにそんなに違和

感はないようです。ある人が「よくぞ家庭科教育を男女共修にしてくれた。」と言っ

ていました。家庭科目は 1980 年代までずっと男女共修ではありませんでした。男女共

修になった当初の家庭科実習は、男女で意識の偏りがありましたが、最近はそのよう

な状況ではなくなってきています。男子のほうが自分の好きなことが料理や裁縫等の

家庭科で習うようなことであったりもします。男性のファッションデザイナーも活躍

されていますし、だんだん男性の家事への固定概念が払拭されつつあります。ＣＭで

も男性が家事をしている表現が増えてきていますし、忙しい女性のための家電製品も

あります。そういう時期にきていると思いますし、いい時代になってきています。た

だ国連の勧告は受けていますので、全体的には上の世代の役割分担意識が強くて達成

できてないところがあることは事実です。 

 

（会長） 

今回の衆議院選挙でも、これまでで最も女性の立候補者数が多くなっています。少

しは（国会議員の中にも）女性が増えればいいなと思っています。 

 

（委員） 

50 ページの「５．拠点施設の充実」で「女性、男性をはじめ」を削除して、「多様

な市民」だけにしてもよいのではないでしょうか。ジェンダーレスの方もいらっしゃ

る中で、最近は企業でも性別を問わないという考え方が広まってきていますので、性

別について書く必要があるのか疑問に感じました。 

 

（委員） 

34 ページの施策番号 55番に、私ども市民活動交流センターの活動内容が記載され

ています。私たちは、男性女性にかかわらず社会との接点になるような事業や交流が

創出できるようなイベントを実施していますが、記載部分の位置づけからして比較的

若い世代に向けた事業や男性支援について期待されているように思いました。そのよ

うな対象に特化した事業を実施するよう求められているのでしょうか。 

 

（事務局） 

施策の内容としては記載のとおりですが、男性へのネットワーク支援では、若い世

代に限らず定年後の男性についても交流機会が必要ですので、年代に関わらず男性の

居場所づくり等の施策を設定しています。コミュニティ推進課から、市民活動交流セ

ンターではこういう事業をしていると聞きましたので、それを掲載しています。 

 

（委員） 



 

27 ページの基本課題Ⅲの重点施策２「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）の実現のための支援」の中に施策がありましたので、それを意識した事業が求め

られているかと思い、お聞きしました。 

 

（事務局） 

さまざまな事業をこの重点施策に充て込んで、全部をあわせてより具体的にしてい

くという意味で掲載しており、広い意味合いで捉えられるようにしています。 

 

（委員） 

計画の半分以上、条約や条例等で占めています。それよりアンケート調査結果の内

容を充実させてはいかがでしょうか。今の池田市民の意識や状況の変化も表れていて

興味深いので、ページ数を調整できれば反映していただけないでしょうか。 

 

（会長） 

ページ数は増やせるのでしょうか。 

 

（事務局） 

条例の掲載について確認します。 

 

（事務局） 

アンケ―ト調査結果は調査報告書として冊子になっております。 

 

（委員） 

調査結果すべてを掲載する必要はないですが、６ページの内容をもう少し充実させ

て、あと数ページ増やすだけでも市民に対してメッセージが伝えられると思います。

条例等の掲載の判断は事務局でお願いします。 

 

（事務局） 

精査の上、調整します。 

 

（委員） 

誤字脱字等の指摘をしてもよろしいでしょうか。 

・９ページの４．めざす姿の四角囲みの文章が中央揃えになっていない。 

・22 ページの図表８の※の１つ目は図中にも明記しておいてはどうか。 

 

（会長） 

他にご意見ございますか。ないようでしたら議事②その他について事務局よりお願

いします。 

 

（事務局） 

計画完成までの今後のスケジュールについて共有いたします。本日、皆さまから頂

いた意見をもとに、１１月に開催する第３回検討部会で最終の素案を確定します。こ

ちらの第３回検討部会ですが、１２月に開催予定としておりましたが、スケジュール

の都合で前倒しにして、１１月下旬に開催したいと思います。検討部会委員の皆さま

にはご迷惑をおかけしますがよろしくお願いいたします。その後、１月から２月にか

けてパブリックコメントを募集し、コメントをもって内容を調整し、３月上旬には原



 

稿データを印刷会社に入稿、３月中に納品される予定です。次回の審議会は令和７年

２月ごろを予定しており、今年度最後の審議会となります。次回の審議会では、決裁

前の最終のかたちの計画案をお出しし、市長への答申としてよいか確認させていただ

く予定です。日が近づいてまいりましたら、日程調整表をお送りさせていただきます

ので、ご回答にご協力よろしくお願いいたします。 

事務局からのご連絡は以上です。 

 

（会長） 

他に言い忘れていること等はございませんか。 

 

（委員） 

施策番号 51 番と施策番号 56 番がかなり似通った内容ですが、同じ内容であれば文

章を統一されて再掲と明記されたほうがいいと思います。 

 

（事務局） 

再掲と表記します。 

 

（会長） 

文章が全く一緒なので変えたほうがいいですね。違う視点から書かれるといいと思

います。 

 

（委員） 

計画の体系にある、「２．ＤＶを発生させない教育・啓発」はどのようなことをさ

れるのでしょうか。 

 

（会長） 

39 ページに施策を掲載しています。 

 

（委員） 

実際に（ＤＶを発生させないために）どのように施策を実施していくのか、お聞き

します。 

 

（委員） 

39 ページに具体的な取り組みが掲載されています。中高生や大学生に向けてはデー

トＤＶについての啓発活動等、各課でさまざま取り組まれています。ＤＶ防止の取り

組みはかなり実施されています。学校の保健科目や人権教育で取り上げられています

し、たしか教科書にも記載されています。 

 

（委員） 

最近の若いお母さんたちは、そういう教育を受けた記憶があるのでしょうか。 

 

（委員） 

むしろ私たちの世代から 45 歳ぐらいの人たちがＤＶや虐待についての教育を受けて

おらず、その人たちが親になって子育てしているときに徐々に社会問題化してきて、

下の世代の子どもたちにきちんと教育しないといけないとなってきたのが、この 30年

位です。虐待の連鎖も問題化しているので、個人の問題というより社会の制度や意識



 

がついていっていないように感じます。 

 

（委員） 

時々、街中で若いお母さんが子どもをきつく叱ったり、叩いたりしているところを

目撃します。教育を受けてきてもこういうことが起きてしまうのでしょうか。 

 

（副会長） 

施策番号 51 番と 56 番の文章ですが、施策名の内容に沿った書き方にすると違いが

出てくるのではないでしょうか。例えば、51 番は「生活能力が高まるような」、56 番

は「男性のネットワークづくりを支援する」のような意味合いにつながるような文章

を入れたらよいのではないかと思います。 

 

（会長） 

そうですね。違う書き方にしたほうがいいように思います。 

それでは、他に意見がないようなので閉会します。 

 

４．閉会 

 


